
コロナ禍によって変わり始めた日本の働き方。今、生産性や管理方法など、課題を抱えている
企業も多いと思います。では、働き方先進国と言われている国は、これまでどのようにして生産
性を高め、管理してきたのでしょうか？日本でも広がり始めたテレワークは、どのように運用してい
るのでしょうか？今回は、その働き方が「オランダモデル」として世界から注目を浴び、そして「世
界一子どもが幸せな国」と言われるようになったオランダの事例をもとに、その解決策を探ってい
きたいと思います。講演中、参加者によるディスカッションタイムを予定しています。

あきやま かい
秋山 開 氏
公益財団法人1more Baby応援団
専務理事

１９７３年生まれ。外資系企業を経て、現職。日本の社会課題である少子
化問題について、子育て環境や働き方等の観点から調査、啓蒙活動を推進。
執筆、セミナー等を積極的に行う。近著の『 18 時に帰る－世界一「子どもが
幸せな国」オランダの家族から学ぶ幸せになる働き方 』 （プレジデント社）は、
第 6 回オフィス関連書籍審査で優秀賞に選ばれている。

昭和女子大学ダイバーシティ推進機構 東京都世田谷区太子堂1-7-57 
URL   https://career-college.swu.ac.jp/ e-mail careerc-info@swu.ac.jp

※取材をご希望される方は、お申し込みの際、お伝え下さい。

今回は、Zoomを利用した
オンラインイベントとなります。
お申し込み完了後、事務局より
ID・パスワードなどをメールにてお送りします。

主催・お問い合わせ

昭和女子大学キャリアカレッジイベント

■日 時｜2021年７月1日(木)15:00～16:30（14:45入室開始）

■参加費｜キャリアカレッジ会員：無料
一般：3,000円

(お申し込みフォームのご案内を必ずご一読ください）

■定 員｜キャリアカレッジ会員：80名
一般：20名

海外働き方事情シリーズ第5弾 オランダ

■司会・ファシリテーター

木下紫乃 氏
昭和女子大学キャリアカレッジアドバイザー
株式会社HIKIDASHI代表取締役

慶應義塾大学卒業後、㈱リクルート入社。システムエンジニア、広報を経て転職。2006
年よりベンチャー系人材開発企業にて次世代経営者リーダー育成研修や、ダイバーシティ
推進研修、管理職研修の設計など、大手企業中心に数百の企業研修の設計、運営に
携わる。中高年のキャリアデザイン支援を目的として人材育成会社、株式会社ヒキダシを
起業。

■登壇者

■下記のサイトから、6月21日(月)までにお申し込みください。
https://forms.gle/Wxvi5oUvHbhEhh7q6
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